特別の教科 道徳（道徳科）の学習指導案の様式（例）


１　道徳科の学習指導案の内容

　道徳科の学習指導案には，特に決まった形式はありませんが，学習指導要領の解説には次のような内容で作成することが示されています。
	項目事項
	　　　　　　　　 項目に盛り込みたい事項　

	１　主題名

	主題とは，どのような道徳的価値をねらいとし，教材をどのように活用するのか指導のまとまりを表す。
・例１・・・「気持ちのよい学校生活」
　・例２・・・「自然に学ぶ」
　・例３・・・「働くことの意味と大切さ」

	
２　ねらい
と教材


	
○ねらいの文末表現は，その時間の指導の重点が道徳的心情の側面にあるのか，道徳的判断力の側面にあるのか，道徳的実践意欲や態度の側面にあるのか明確に示す。

○ねらいの構造
　例えば，ねらいは，「学習の中心的内容」「学習活動」「道徳性の諸様相」の３つの構造を一文で表す。

○教材名と出典を示す。
（例） 教材名「ブランコ乗りとピエロ」相互理解，寛容　 出典「私たちの道徳」


	





３　主題設定
　　　　の理由




	
（１）ねらいとする道徳的価値　【価値観】

授業者が，１時間の授業で指導する道徳的価値を理解して，自分なりの考え方を記載する。その際，学習指導要領解説によること。

	
	
（２）児童生徒の実態　　　　　【児童生徒観】

ねらいに関わって，これまでどのような指導を行ってきたか，また児童生徒がどのような学習や経験をしているのか。また，その結果，どのような成果や課題があるのかを示す。


	
	
（３）教材の特質と活用方法　　【教材観】

教材のあらすじや特質，それを生かす具体的な活用方法等を記述する。

	４　本時の
学習指導過程

	一般的には，導入，展開，終末の各段階に区分し，児童生徒の学習活動，主な発問と予想される児童生徒の発言，指導上の留意点，指導の方法等を指導の流れに即して記述する。

	５　評価

	本時で，児童生徒に期待する学びの姿を示す。（評価の着眼点）
◇多面的・多角的な見方へと発展させているか
◇道徳的価値の理解を自分との関わりで深めているか
⇒これらの方向で，実際の教材や発問等を鑑みて，児童生徒に期待する具体的な学びの姿を想定する。

	６　その他
	　板書計画，他の教育活動との関連，複数時間扱いの際の指導計画等


２　道徳科のねらいと評価

道徳科のねらいは，特に決められた形式等はありませんが，明確にしておくべき事項があります。
道徳科の学習は，道徳性の育成を目指して行われます。
ですから，その時間の指導の重点が，道徳的心情の側面にあるのか，道徳的判断力の側面にあるのか，道徳的実践意欲や態度の側面にあるのか明確にすることが大切です。
○本時でねらう道徳性の諸様相を明確にする。
○ねらいの文末は，道徳性の諸様相を明確にして示す。
　　　☞　～～～な心情を育てる　（道徳的心情の側面）
　　　☞　～～～な判断力高める　（道徳的判断力の側面）　等







【ねらいの構造】
「新大分スタンダード」では，各教科等のねらいについて，「学習内容」「学習活動」「育成を目指す資質・能力」の３つの要素を入れた書き方を示しています。

道徳科で言えば，次のような３つの要素で書くことが考えられます。


　　　　　　　「学習の中心的内容」　「学習活動」　「道徳性の諸様相」

「学習の中心的内容」　（～について，～を）
「学習活動」　　　　　（～活動を通して）　期待する学習状況のこと ☞ 評価の着眼点
「道徳性の諸様相」　　（～な心情を育てる，～な判断力を高める，～な態度を育てる等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（具体例）
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


「学習の中心的内容」・・・  主人公が気付いた働くことの意味や大切さについて
「学習活動」・・・・・・・  様々な側面から考えたり，話し合ったりする活動を通して
「道徳性の諸様相」・・・・  勤労を通じて社会に貢献していこうとする心情を育てる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【教材　そうじの神様が教えてくれたこと　中学校】

　
【評価の着眼点】
　道徳科の評価は，道徳性が育ったかどうかを評価するのではありません。
道徳性につながっていくような学習状況がみられたかどうかを，把握していきます。
　したがって，ねらいの３つの要素のうち，「学習活動」を評価の着眼点にします。

　上の例で言えば，「働くことの意味や大切さについて，様々な側面から考えたり，話し合ったりしているかどうか」を見ていくのです。
　教材や発問等を鑑みて，次のような具体的な【評価の着眼点】を設定します。
勤労の意義について，＜義務＞＜役割＞＜誇り＞等の様々な視点から，考えたり，話し合ったりしているかどうか。
　



３　学習指導案の例（中学校）
第１学年　道徳科指導案

１　主題名　　働くことの意味と大切さ

２　ねらいと教材
　主人公が気付いた働くことの意味や大切さについて，様々な側面から考えたり，話し合ったりする活動を通して，勤労を通じて社会に貢献していこうとする心情を育てる。

＜教材名「ディズニー　そうじの神様が教えてくれたこと」　
内容項目「勤労」　出典「日本文教出版」＞

３　主題設定の理由
（１）ねらいとする道徳的価値【価値観】
　現代社会は巨大で複雑な産業社会となり，自分のしている仕事の意義が見えにくく，自らの目的をもちづらくなっている。これまであった仕事が姿を消し，新しい仕事が創出されていく社会の中で，職業とは何かについて考えることは大切である。
職業には，収入を得て生活を維持するという面，社会の中で一定の役割を果たして社会を支えるという面，自らの目的を実現するために働くという職業を使命として捉える面等がある。また，働くことは，人生において，重要な位置を占めており，人は働くことの喜びを通じて生きがいを感じ，社会とのつながりを実感することができる。
指導に当たっては，特に与えられた仕事への向き合い方を考えさせる。そして，働くことには自分自身の幸福追求だけでなく，自分が行う仕事によって社会を支え，発展・向上に貢献している一面もあることに気付かせたい。

（２）生徒の実態【生徒観】
本学級では，「何を優先して職業を選ぶか」という意識調査において，「趣味や特技をいかせる仕事」や「高収入を得られる仕事」，「将来が安定している仕事」を優先的に選ぶ生徒が大多数を占めている。
一方で「社会や人の役に立つ仕事」を優先的に選んでいる生徒は２人だった。職業を選ぶ上で自分の好きなことを優先し，安定していたり，高収入が得られたりする仕事に就きたいという生徒が多い傾向にある。
本時では働くことの意義を，収入という面，社会を支えるという面，職業を使命として捉える面等，多面的に考えさせることを通して，働くことの意義や大切さについて，生徒個々の考え方を深めていきたい。

（３）教材の特質と活用方法【教材観】
本教材の主人公は，ディズニーランドの「夜の清掃員」に配属されて落ち込み，掃除に対して偏見を抱えながら働いていた。
そんな時，ディズニー本社の「掃除の神様」チャックと出会い，掃除の方法や掃除に対する考え方を知り，主人公は，働くことの意義や誇りをもつことの大切さを学んでいく。
生徒たちに，主人公の変化や仕事への向き合い方に出合わせ，働くことの意義について議論させることで，働くとは社会に貢献する側面があると同時に，生きがいや自分の成長につながる側面がある（多面的・多角的な学習）と気付かせることができる教材である。

４　学習過程
	
	　学習活動・主な発問と予想される生徒の反応
（○基本発問　　◎中心発問　　◇補助発問）　
	　　　指導上の留意点・・・○

	導入
	１　職業は何を優先して選ぶのか話し合う。 

○職業で大切なことは，何だろう。
	○アンケート結果を提示し，本時のねらいに対する問題意識をもたせる。

	




展開
	２　「そうじの神様が教えてくれたこと」を読んで話し合う。 
○「与えられたことをやるしかないんだ」と言った主人公はどんな思いだったか。
・一生懸命働いて，他の華やかなキャストに変わりたい。
・頑張って他の場所に移動したい。
・仕方ないから働く。
　
◎「仕事とは，自分の都合のためにやるものではないことを，教えられた」と言っている主人公はどんなことに気付いたか。
＜ゲストのため＞
・ゲストを喜ばせたい。
＜ディズニーランドのため＞
・みんなで助け合って，完璧なディズニーランドをつくりたい。
・自分の担当以外でも気付いたらやろう。
＜自分のため＞
・ゲストが喜ぶことで結果として自分の夢が
叶うことだ。
・仕事に誇りをもって頑張ることが大切だ。



　◇主人公の夢（目標）は叶った（達成）
されたのか。
　・自分の掃除で，ゲストが喜ぶことで
夢は叶っている。
　・自分の仕事に，自分自身で納得した
　　と思うから，叶っている。
	○教材は，教師が読み聞かせる。

○主人公が自分の夢（幸福追求）を求めてディズニーランドで働いていることに気付かせる。
○ここでは，時間をかけすぎないようにする。


○中心発問に対して，自分で考えをワークシートに書かせる。

○教材文には，主人公の考えは書いていないことを伝え，自分の感じ方等を総動員させ，考えさせる。

○考えをペアで交流させ，発表させる。


○＜ゲストのため＞という意見が多くなると予想されるので，「ゲストのために何をするのか？」と問い，意見を広げていく。

○誰かのためや社会のために働くことは結果として，自分の喜び（幸福追求）につながることに気付かせる。

○働くとは，収入以外にも，自分の幸福追求と共に社会貢献の要素があることを整理してまとめとする。
○一つの考えに集約するようなまとめは行わない。

	
	３　自分自身を振り返る。 
○仕事をする上で大切なことはどんなことだと思うか。
	○今日の学習で,自分にとって何が大切なのかを書かせる。

	終末
	４　教師の説話を聞く。
	○教師自身の今の職業に対する誇りや生きがい等を語り，生徒のもつ職業観をさらに広げていく。


５　評価
＜学習状況を把握するための指導の着眼点＞
（期待する学習状況）

　勤労の意義について，＜義務＞＜役割＞＜誇り＞等の様々な視点から，考えたり，話し合ったりしているかどうか






＜方 法＞
○授業中の発言内容や話合いの様子から把握する。
○ワークシートの内容から把握する。



※参考：＜ねらいと評価の関連＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学習の中心的内容・・・  主人公が気付いた働くことの意味や大切さについて
学習活動・・・・・・・  様々な側面から考えたり，話し合ったりする活動を通して
道徳性の諸様相・・・・  勤労を通じて社会に貢献していこうとする心情を育てる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　
勤労の意義について，＜義務＞＜役割＞＜誇り＞等の様々な視点から，考えたり，
話し合ったりしているかどうか。


６　その他
　板書計画（例）
「仕事は自分の都合のためにやるものではないことを教えられた」と言っている主人公は，どんなことに気付いたか。
そうじの神様が教えてくれたこと
　アンケート結果
　何を優先に仕事を選ぶか
　・高収入・・・・50％
　　・趣味や特技・・25％
　・休みが多い・・15％
　・人の役に立つ  10％
　　・その他
めあて　職業で大切なことは何だろう！


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振り返り　仕事する上で，大切なことはどんなこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だと思うか？

・ゲストの喜ぶことが自分の誇りになる
・自分の仕事にプライドをもって行うのがディズニーだ
・頑張って，他の所へ
・これも大切な仕事なのだ
・みんなでつくりあげるのが，ディズニーだ
・自分の担当以外も気付いたら行うことが大切
　　＜ディズニーのため＞
・ゲストのためにいい環境をつくることが大切
・ゲストの喜ぶ顔が仕事の成功
＜ゲストのため＞
・仕方がない。
・華やかな場所に変わりたい
与えられたことをやるしかない！

